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２
月
７
日（
金
）よ
り
、Ｊ
Ａ
な
ん
ぽ
ろ
育
苗
セ
ン
タ
ー

で
、
長
ネ
ギ
の
播
種
作
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
播
種
作

業
に
は
職
員
を
は
じ
め
、
パ
ー
ト
従
業
員
が
行
い
ま
し

た
。

　

今
回
播
種
さ
れ
た
品
種
は
、「
北
の
い
ぶ
き
」
等
で
、

作
業
で
は
、パ
ー
ト
従
業
員
が
手
際
良
く
紙
製
の
チ
ェ
ー

ン
ポ
ッ
ト
に
種
子
を
播
種
し
、
覆
土
作
業
を
行
い
、
１

枚
ず
つ
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
丁
寧
に
並
べ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　

育
苗
セ
ン
タ
ー
で
播
種
さ
れ
る
品
種
は
「
北
の
い
ぶ

き
」、「
北
の
匠
」
の
他
に
も
数
種
類
の
品
種
が
５
作
型

に
分
け
ら
れ
播
種
さ
れ
、
３
月
27
日
ま
で
に
約
３
９
０
０

枚
播
種
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
月
７
日
（
金
）、
Ｊ
Ａ
３
階
大
会
議
室
で
ゆ
め
ぴ
り

か
生
産
部
会
の
総
会
が
開
催
さ
れ
、
ゆ
め
ぴ
り
か
の
生

産
者
約
20
名
が
参
加
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
本
間
部
会
長
（(

有)

ラ
イ
フ
）
よ
り
昨

年
の
作
柄
や
、
今
後
の
南
幌
町
で
の
ゆ
め
ぴ
り
か
の
作

付
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
事
務
局
よ
り
令
和
元
年
度
事
業
報
告
に

つ
い
て
、
令
和
２
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
等

が
説
明
さ
れ
、
議
案
に
つ
い
て
は
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
度
の
役
員
に
つ
い
て
は
部
会
長
に

立
川
久
彦
さ
ん
（(

株)

響
）、
副
部
会
長
に
縄
貴
洋
さ

ん
（
栄
進
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
13
日
（
木
）
か
ら
15
日
（
土
）
の
３
日
間
に
渡
り
、

エ
ー
コ
ー
プ
な
ん
ぽ
ろ
店
２
階
研
修
室
で
農
作
業
用
品

展
示
即
売
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

農
作
業
用
品
展
示
即
売
会
で
は
、
手
袋
な
ど
の
衣
類

系
か
ら
長
靴
ま
で
の
新
作
商
品
を
は
じ
め
、
各
種
多
様

な
商
品
が
並
べ
ら
れ
て
お
り
、
各
系
統
メ
ー
カ
ー
厳
選

商
品
を
組
合
員
価
格
で
販
売
し
て
お
り
、
多
く
の
商
品

を
購
入
す
る
組
合
員
の
方
々
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

春
作
業
を
前
に
、
多
く
の
組
合
員
の
皆
様
に
ご
来
場

い
た
だ
き
大
盛
況
で
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

長
ネ
ギ
播
種
作
業
開
始

ゆ
め
ぴ
り
か
生
産
部
会
総
会
開
催

農
作
業
用
品
展
示
即
売
会
開
催
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農
業
者
の
思
い
を
ア
ピ
ー
ル

　

１
月
30
日
（
木
）、
31
日
（
金
）
当
Ｊ
Ａ
青
年
部
で
は
、

「
２
０
２
０
な
ん
ぽ
ろ
冬
ま
つ
り
」
を
前
に
、
ス
ノ
ー
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
作
製
を
行
い
ま
し
た
。

　

ス
ノ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
は
、
安
全
・
安
心
な
農
畜
産
物

の
生
産
に
か
け
る
農
業
者
の
心
意
気
を
消
費
者
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
も
の
で
す
。

　

本
年
の
ス
ノ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
通
常
総
会
時
に
行
わ

れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
、「
濃
Ａ
Ｇ
Ｒ
Ｉ
，農
Ｌ
Ｉ

Ｆ
Ｅ
」
と
い
う
文
字
を
冬
ま
つ
り
特
設
ス
テ
ー
ジ
上
に
作

製
し
ま
し
た
。

　

作
製
で
は
、
１
日
目
、
２
日
目
と
も
に
天
候
に
恵
ま
れ

作
業
が
順
調
に
進
ん
だ
こ
と
も
あ
り
、
例
年
よ
り
も
早
い

ペ
ー
ス
で
終
え
る
こ
と
が
で
き
、
農
業
者
の
思
い
を
消
費

者
の
方
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

な
ん
ぽ
ろ
冬
ま
つ
り
で
町
内
農
産
物
Ｐ
Ｒ

　

２
月
２
日
（
日
）、「
２
０
２
０
な
ん
ぽ
ろ
冬
ま
つ
り
」

に
当
Ｊ
Ａ
青
年
部
が
参
加
し
、
米
消
費
拡
大
及
び
南
幌
産

米
Ｐ
Ｒ
を
す
る
た
め
「
な
ん
ぽ
ろ
ピ
ュ
ア
ラ
イ
ス
な
な
つ

ぼ
し
」
の
無
償
配
布
と
南
幌
産
椎
茸
の
販
売
、
さ
ら
に
、

今
年
か
ら
は
焼
き
椎
茸
の
販
売
も
行
い
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｒ
米
の
無
料
配
布
時
に
は
、
冬
ま
つ
り
特
設
ス
テ
ー

ジ
で
渡
辺
純
樹
副
部
長
か
ら
「
な
ん
ぽ
ろ
ピ
ュ
ア
ラ
イ
ス
」

の
取
組
み
や
特
徴
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
後
、
盟
友
か

ら
来
場
者
に
手
渡
し
で
Ｐ
Ｒ
米
１
５
０
袋
を
配
布
し
、早
々

に
配
布
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
か
ら
行
っ
た
焼
き
椎
茸
の
販
売
は
、
開
始

早
々
に
完
売
と
な
り
、
南
幌
町
で
作
ら
れ
る
冬
の
野
菜
と

し
て
お
お
い
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

く
る
る
の
杜
で
雪
中
野
菜
掘
り
出
し
体
験

　

２
月
15
日
（
土
）、
ホ
ク
レ
ン
く
る
る
の
杜
に
て
、
消
費

者
の
方
と
雪
中
野
菜
掘
り
出
し
体
験
が
行
わ
れ
、
盟
友
７

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
消
費
者
と
盟
友
が
雪
の

中
に
埋
め
ら
れ
た
野
菜
を
ス
コ
ッ
プ
を
使
用
し
な
が
ら
一

緒
に
掘
り
出
し
作
業
を
行
い
、
そ
の
後
、
掘
り
出
し
た
野

菜
を
使
用
し
簡
単
な
調
理
を
行
い
全
員
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

調
理
の
最
中
に
は
各
テ
ー
ブ
ル
に
つ
い
た
盟
友
が
南
幌

町
の
説
明
や
農
業
の
話
な
ど
消
費
者
が
興
味
を
示
す
話
題

で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

青
年
部
で
は
今
後
も
、
町
内
外
消
費
者
に
南
幌
町
の
農

業
に
つ
い
て
や
農
業
の
魅
力
な
ど
を
伝
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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◆
食
育
・
Ｐ
Ｒ
事
業
南
幌
小
学
校「
も
ち
つ
き
体
験
」

　

１
月
28
日
（
火
）、
南
幌
小
学
校
体
育
館
に
て
、

南
幌
小
学
校
６
年
生
59
名
を
対
象
に
、
も
ち
つ

き
体
験
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

女
性
部
で
は
、
平
成
21
年
度
よ
り
、
食
の
大

切
さ
や
南
幌
町
農
産
物
が
安
心
・
安
全
で
あ
る

こ
と
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
地
元
の
子
ど
も
達

と
の
交
流
を
通
じ
て
よ
り
良
い
地
域
づ
く
り
を

目
的
に
も
ち
つ
き
体
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
女
性
部
員
８
名
と
青
年
部
員
６
名

が
参
加
し
、
児
童
と
一
緒
に
、
白
の
お
餅
を
つ
き

ま
し
た
。
臼
と
杵
を
使
っ
て
お
餅
を
つ
く
の
が
初

め
て
の
子
も
多
く
、
苦
戦
し
な
が
ら
も
、
杵
を

力
い
っ
ぱ
い
振
り
、
楽
し
み
な
が
ら
餅
つ
き
を
行

い
ま
し
た
。
つ
き
終
わ
っ
た
後
に
は
、
お
餅
を
丸

め
る
作
業
も
行
い
、
女
性
部
員
か
ら
丸
め
方
を

教
わ
り
な
が
ら
、
自
分
で
思
い
思
い
の
大
き
さ
の

き
れ
い
な
丸
の
お
餅
を
作
り
ま
し
た
。
丸
め
た

お
餅
は
、
み
た
ら
し
・
ご
ま
・
き
な
こ
の
３
つ
か

ら
好
き
な
味
を
つ
け
て
食
べ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
も
農
業
の
担
い
手
と
し
て
、

南
幌
町
の
農
業
や
農
産
物
を
町
内
外
の
消
費
者

や
将
来
を
担
う
子
ど
も
達
や
大
人
も
含
め
、
食

と
農
業
の
大
切
さ
を
伝
え
る
食
育
・
食
農
活
動

を
本
年
度
の
活
動
目
的
に
据
え
て
い
る
Ｊ
Ａ
な

ん
ぽ
ろ
青
年
部
に
も
協
力
い
た
だ
き
、
女
性
部

の
食
育
・
Ｐ
Ｒ
事
業
に
も
広
が
り
を
持
た
せ
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

◆
女
性
部
大
会

　

２
月
14
日
（
金
）、南
幌
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

ぽ
ろ
ろ
に
て
、
令
和
元
年
度
女
性
部
大
会
を
開

催
、
部
員
36
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
の
講
演
で
は
、
南
空
知
消
防
組
合
南
幌

支
署
の
職
員
３
名
を
お
招
き
し
、「
一
般
救
命
講

習
会
」と
題
し
て
ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。
始
め
に
、

南
空
知
消
防
組
合
南
幌
支
署
の
職
員
か
ら
ス
ラ

イ
ド
を
使
用
し
て
、「
心
肺
蘇
生
法
」
や
「
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
使
い
方
」
等
を
学
び
ま
し
た
。
次
に
実
技

体
験
と
し
て
、人
形
を
用
い
て
実
際
に
、心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
体
験
し
ま
し
た
。

体
験
中
に
は
「
想
像
し
て
い
た
よ
り
大
変
だ
っ

た
。」
等
の
意
見
が
で
た
り
、
そ
の
場
で
疑
問
に

思
っ
た
こ
と
を
す
ぐ
に
質
問
し
ま
し
た
。

　

お
昼
休
み
に
は
恒
例
の
「
作
品
展
示
会
・
即
売

会
」
を
行
い
、
出
店
は
２
グ
ル
ー
プ
と
少
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
例
年
と
同
じ
く
作
品
を
購
入
す
る

方
な
ど
が
見
ら
れ
と
て
も
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は「
家
の
光
記
事
紹
介
」を
行
な
い
、

家
の
光
か
ら
抜
粋
し
た
記
事
を
紹
介
し
、
女
性

部
員
に
家
の
光
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後

は
、「
メ
ガ
ネ
ケ
ー
ス
」
の
制
作
を
行
い
、
代
表

者
が
作
り
方
の
説
明
を
し
な
が
ら
皆
さ
ん
細
か

い
作
業
に
苦
戦
し
な
が
ら
も
、
と
て
も
素
敵
な

作
品
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
お
待
ち
か
ね
の
ビ
ン
ゴ
大
会
を
行
い
、

た
く
さ
ん
の
笑
顔
の
中
、
今
年
度
の
行
事
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

女性部短信
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１
月
28
日

　

１
月
臨
時
理
事
会
で
審
議
さ
れ
た
主
な
内
容
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

【
議　
　

案
】

１
、
理
事
会
の
諮
問
審
議
委
員
会
の
答
申
に
つ
い
て

２
、
令
和
２
年
度　

予
算
大
綱
に
つ
い
て

３
、
令
和
２
年
度　

経
営
定
期
点
検
実
施
計
画
に
つ
い
て

４
、
役
員
退
職
慰
労
引
当
金
の
繰
入
に
つ
い
て

５
、
令
和
２
年
度　

余
裕
金
の
運
用
に
つ
い
て

６
、
定
款
お
よ
び
規
約
の
変
更
と
規
程
類
の
改
廃
に
つ
い
て

７
、
出
資
金
の
減
口
に
つ
い
て

８
、
固
定
資
産
の
除
却
に
つ
い
て

９
、
期
末
賞
与
の
支
給
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

１
、
第
12
回 

監
事
会
の
開
催
に
つ
い
て

２
、
要
領
の
制
定
お
よ
び
改
正
に
つ
い
て

３
、
令
和
元
年
度 

職
員
の
資
格
取
得
状
況
に
つ
い
て

　

２
月
21
日

　

２
月
定
例
理
事
会
で
審
議
さ
れ
た
主
な
内
容
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

【
議　
　

案
】

１
、
令
和
元
年
度
事
業
報
告
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算

書
の
作
成
に
つ
い
て

２
、
第
72
回 

通
常
総
会
の
提
出
議
案
（
総
会
参
考
書
類
）

に
つ
い
て

３
、
令
和
元
年
度　

剰
余
金
処
分
案
に
つ
い
て

４
、
令
和
２
年
度　

事
業
計
画
の
設
定
に
つ
い
て

５
、
賦
課
金
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法
に
つ
い
て

６
、
役
員
報
酬
の
支
給
に
つ
い
て

７
、
土
地
改
良
法
に
も
と
づ
く
土
地
改
良
事
業
の
実
施
に

つ
い
て

８
、
信
用
事
業
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

９
、
総
会
報
告
事
項
の
承
認
に
つ
い
て

10
、
春
の
経
営
懇
談
会
の
開
催
に
つ
い
て

11
、
令
和
２
年
度　

営
農
計
画
書
審
査
方
針
等
の
設
定
に

つ
い
て

12
、
令
和
２
年
度
に
お
け
る
理
事
者
に
対
す
る
共
済
・
貯

金
担
保
貸
付
の
包
括
承
認
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

１
、
営
農
振
興
組
合
長
会
議
に
つ
い
て

２
、
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
土
日
・
祝
日
営
業
に
つ

い
て

３
、
南
幌
町
米
生
産
部
会
及
び
麦
生
産
部
会
推
進
員
会
の

報
告
に
つ
い
て

４
、　
１
月
末　

農
産
物
の
保
管
状
況
に
つ
い
て

５
、
定
款
第
54
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
る
利
益
相
反
取
引

の
報
告
に
つ
い
て

６
、　
１
月
期　
Ｊ
Ａ
ロ
ー
ン
の
貸
付
に
つ
い
て

７
、
令
和
元
年
度　

年
間
経
営
定
期
点
検
実
施
報
告
書
に

つ
い
て

８
、
内
部
監
査
の
実
施
報
告
に
つ
い
て

９
、
外
部
出
資
等
損
失
引
当
金
の
取
崩
し
に
つ
い
て

10
、
令
和
元
年
度　

自
己
査
定
結
果
に
つ
い
て

11
、
リ
ス
ク
情
報
に
つ
い
て

12
、
反
社
会
的
勢
力
と
の
取
引
排
除
に
係
る
対
応
状
況
に

つ
い
て

〜表紙の紹介〜〜表紙の紹介〜
◎
今
月
号
の
表
紙
は
、
長

ネ
ギ
播
種
作
業
中
の(

有)

ハ
ル
の
須
藤
潤
一
さ
ん

（
右
）、道
下
郁
哉
さ
ん（
左
）

の
２
名
に
表
紙
を
飾
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

組合員� 2,760名
（前年同期比� ▲29名）

正組合員� 453名
（前年同期比� ▲14名）

准組合員� 2,307名
（前年同期比� ▲15名）

正組合員戸数� 289戸
（前年同期比� ▲10戸）

令和２年１月末日現在

私達の JA編
集
後
記

編
集
後
記

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大
し
て
お
り
、
い

つ
自
分
が
感
染
す
る
か
わ
か
ら
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
だ
け
で
な
く
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
も
流
行
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
手
洗

い
や
う
が
い
、
消
毒
液
な
ど
を
使
用
し
て
、
日
ご
ろ
か
ら

感
染
し
な
い
よ
う
に
予
防
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

く
み
あ
い
だ
よ
り

担
当
の
平
井
は
、

ち
ゃ
ん
と
消
毒
を

行
っ
て
い
ま
す
。
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